
市民生活第一・市民が主人公の市政へ
16年ぶりの新人２候補・５人の市議団をめざします

2023年4月

狛江市議選

　

日
本
共
産
党
調
布
狛
江
府
中
地
区
委
員
会
は
10
月
、
２
０
２
３
年
４
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
狛
江

市
議
会
議
員
選
挙
に
擁
立
す
る
５
人
の
候
補
者
(現
職
３
人
、
新
人
２
人
)を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
第
一
の
市
政
、
市
民
が
主
人
公
の
市
政
、
憲
法
と
平
和
都
市
宣
言
を
生
か
す
市
政
へ

の
転
換
へ
、
そ
し
て
市
民
派
市
政
復
活
の
第
一
歩
へ
、
５
人
全
員
当
選
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

狛
江
市
議
選
の
候
補
者
を
発
表

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
狛
江

市
民
の
暮
ら
し
と
生
業
(
な
り
わ
い
)
を

守
り
、
住
み
よ
い
狛
江
・
市
民
(
ひ
と
)

輝
く
狛
江
・
市
民
の
生
き
づ
ら
さ
に
寄

り
添
う
狛
江
市
政
の
実
現
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
現
在
の
誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
気
候

危
機
打
開
、
核
兵
器
廃
絶
、
原
発
ゼ

ロ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
未
来
世
代

へ
の
責
任
を
果
た
す
持
続
可
能
な
社
会

と
地
域
の
実
現
追
求
が
大
切
で
あ
り
、

市
民
が
主
役
の
市
民
派
市
政
の
復
活

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

狛
江
市
政
の
民
主
的
発
展
の
た
め
、

「
地
球
規
模
で
考
え
、
足
元
か
ら
実
践

す
る
」
(Th

in
k

 g
lo

b
a

lly
, a

c
t 

lo
c
a
lly

)仕
事
を
私
に
や
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
み
な
さ
ん
の
声
を
議
会
に
届
け
る

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

私
は
狛
江
で
育
ち
、
教
師
33
年
、
子
ど

も
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
教
育
、
教
育

環
境
改
善
を
め
ざ
す
教
職
員
組
合
活

動
に
と
り
く
み
、
平
和
を
ま
も
る
地
域

の
運
動
に
も
参
加
。
社
会
を
よ
く
す
る

理
想
に
燃
え
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

長
く
教
育
現
場
に
い
た
経
験
を
活
か

し
、
子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
子
ど

も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
教
育
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消

し
、
労
働
環
境
を
改
善
し
ま
す
。
鈴
木

え
つ
お
議
員
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
市

民
の
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
に
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

　

憲
法
９
条
を
生
か
し
軍
事
優
先
で
な

く
、
教
育
・
医
療
・
福
祉
を
優
先
す
る
政

治
へ
の
転
換
を
目
指
し
が
ん
ば
り
ま
す
。

荒
木
て
つ 

(あ
ら
き
・徹
)

　

１
９
６
２
年
東
京
都
生
ま
れ
。
３
歳
の
時
に

猪
方
へ
。
い
ず
み
幼
稚
園
、
三
小
・
二
中
、
桐

蔭
学
園
高
校
で
学
ぶ
。
東
京
理
科
大
学
大
学

院
卒
。
都
内
私
立
学
校
に
数
学
教
師
と
し
て

33
年
余
勤
務
。
職
場
で
教
職
員
組
合
を
結

成
、
委
員
長
を
つ
と
め
る
。
「
平
和
憲
法
を
広

め
る
狛
江
連
絡
会
」
世
話
人
。
家
族
は
妻
と

長
女
。
趣
味
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
育
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
狛
江
探
鳥
会
会
員
。

鈴
木
え
つ
お
議
員
は
勇
退

後
継
者
の
荒
木
て
つ
さ
ん
の
勝

利
へ
、が
ん
ば
り
ま
す
。

重
国
た
け
し 

(し
げ
く
に
・毅
)

　

１
９
７
０
年
山
口
県
生
ま
れ
。
埼
玉
大
学

工
学
部
環
境
化
学
工
学
科
卒
。
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
記
者
の
の
ち
、
地
方
政
治
の
専
門
雑

誌
『
議
会
と
自
治
体
』
編
集
部
勤
務
24
年
。

「
市
民
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
市
民
の
会
」
世

話
人
。
狛
江
市
ご
み
半
減
推
進
審
議
会
、

人
権
尊
重
推
進
基
本
条
例
検
討
委
員
会
・

推
進
会
議
で
市
民
公
募
委
員
を
つ
と
め

た
。
趣
味
は
自
然
散
策
と
渓
流
釣
り
、
高

校
時
代
に
登
山
部
で
中
国
大
会
優
勝
。

新
人
●
党
狛
江
市
気
候
危
機
打
開・

　

Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

重
国
た
け
し

荒
木
て
つ

５人の活動地域は裏面で紹介

現
４
期
●
党
市
議
団
長

宮
坂
良
子

　

私
は
１
期
目
の
時
か
ら
、
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
を
繰
り
返
し

求
め
て
き
ま
し
た
。
今
期
は
小
学
生

の
医
療
費
無
料
化
の
所
得
制
限
撤
廃

と
、
低
所
得
者
層
の
高
校
生
の
医
療

費
無
料
化
を
要
求
し
、
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
の
長

期
化
で
、
毎
議
会
市
民
生
活
支
援
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
中
、
市
独
自
で
の

地
域
経
済
持
続
支
援
金
や
大
学
生
等

へ
の
給
付
金
や
市
民
食
堂
で
の
学
割

等
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
声
を
議

会
に
届
け
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

西
村
あ
つ
子 

(に
し
む
ら
・
敦
子
)

　

１
９
６
６
年
東
京
都
生
ま
れ
。
こ
だ
ま
幼
稚

園
、
旧
四
小
・
旧
八
小
、
三
中
、
都
立
高
校
卒

業
後
、
電
気
会
社
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
経
て
１

９
９
９
年
か
ら
狛
江
市
議
(
６
期
)
。
狛
江
市

議
で
初
め
て
在
職
中
に
子
ど
も
を
出
産
。
現

在
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
、
総
務
文
教

常
任
委
員
、
多
摩
川
衛
生
組
合
議
会
議
員
。
市

議
会
副
議
長
、
保
育
園
父
母
の
会
役
員
歴
任
。

　

私
は
「
切
実
な
市
民
の
方
の
願
い
に

少
し
で
も
応
え
た
い
」―

こ
の
思
い
で

「
生
活
な
ん
で
も
相
談
」
を
15
年
間
、
毎

月
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
「給
料
が
上

が
ら
な
い
」「出
産
費
用
が
高
い
」「年
金

は
下
が
り
、
医
療
費
が
２
倍
に
な
り
痛

い
」
な
ど
、
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
安
心
の
介
護
保
険
や
就
学
援
助

の
拡
充
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
国

保
税
の
引
下
げ
な
ど
議
会
で
求
め
て
き

ま
し
た
。
岸
田
政
権
が
ね
ら
う
憲
法
９

条
改
悪
は
許
し
ま
せ
ん
。
暮
ら
し
、
平

和
を
脅
か
す
政
治
か
ら
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
、
人
権
が
守
ら
れ
る
政

治
へ
の
転
換
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
の

命
・
健
康
・
暮
ら
し
が
お
び
や
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
災
害
対
策
で
は
、
党
議
員

団
と
し
て
市
に
要
求
し
て
、
強
力
な
排

水
ポ
ン
プ
の
設
置
や
、
自
動
起
動
機
能

付
き
防
災
ラ
ジ
オ
を
実
現
し
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
保
健
所
の
復
活

や
検
査
の
充
実
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
感

染
や
ワ
ク
チ
ン
の
後
遺
症
へ
の
相
談
窓

口
の
設
置
を
市
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
い
の
ち
と
健

康
、
く
ら
し
を
ま
も
っ
て
い
く
た
め
に

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

宮
坂
良
子
(み
や
さ
か
・よ
し
こ
)

１
９
５
０
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
２
０
０
７
年

市
議
初
当
選
、
４
期
目
。
渋
谷
代
官
山
郵
便

局
勤
務
、
新
日
本
婦
人
の
会
中
央
委
員
、
狛

江
市
立
旧
四
小
・
三
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
級
委
員
、

市
議
会
副
議
長
、
社
会
常
任
委
員
長
、
総
務

文
教
副
委
員
長
歴
任
。
現
在
社
会
常
任
副
委

員
長
。
家
族
は
夫
と
長
女
。

岡
村
し
ん
(お
か
む
ら
・伸
)

１
９
７
８
年
東
京
都
生
ま
れ
。
狛
江
三
小
、

二
中
、
農
大
一
高
、
青
山
学
院
大
学
卒
。
診
療

所
事
務
主
任
、
北
多
摩
中
央
医
療
生
協
労
働

組
合
委
員
長
を
経
て
、
２
０
１
１
年
市
議
初

当
選
。
社
会
常
任
委
員
長
等
を
歴
任
。
現
在
、

建
設
環
境
常
任
委
員
長
、
議
会
報
編
集
委
員

会
副
委
員
長
。
岩
戸
親
睦
会
会
員
、
狛
江
三

小
お
や
じ
の
会
会
員
。
家
族
は
妻
と
２
男
。

現
６
期
●
党
市
議
団
幹
事
長

西
村
あ
つ
子

現
３
期
●
党
市
議
団
副
幹
事
長

岡
村
し
ん

新
人
●
党
狛
江
市

　

生
活
教
育
相
談
室
長
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市民生活第一・市民が主人公の市政へ

１０期４０年で勇退・鈴木えつお議員と、昨年都議選に挑戦した田中とも子前議員の議席を引き継ぐために、

１６年ぶりに新人２人を擁立してたたかいます。

５人全員を市政の場へ　どうかお力をお貸しください

西野川４

駒井町３

猪方４

駒井町２
駒井町１

猪方２
猪方３

東和泉４ 東和泉３ 岩戸南４

猪方１

東和泉２

岩戸南１ 岩戸南２
岩戸南３

元和泉１ 東和泉１

元和泉３

元和泉２

岩戸北３
岩戸北４

中和泉１中和泉３

西和泉２

岩戸北１中和泉４

中和泉２ 岩戸北２

和泉本町１西和泉１

和泉本町３ 和泉本町２
中和泉５

東野川１

西野川３
東野川４東野川２

和泉本町４

東野川３

西野川１

西野川２

現４期 宮坂良子
みやさか・よしこ

新 人 重国たけし
しげくに・毅

和泉本町３・４、西野川全域

中和泉全域、
西和泉１・２、
和泉本町１のうち
セントラルハイツ
およびグランドメ
ゾン

現３期 岡村しん
おかむら・伸

現６期

西村あつ子
にしむら・敦子

東野川全域、
和泉本町１（セントラルハイツ・
グランドメゾンをのぞく）、
和泉本町２、
岩戸北１・２

新 人

荒木てつあらき・徹

猪方２・３・４、元和泉全域、
東和泉３・４、駒井町３、
（水道道路以南の）

岩戸南４および駒井町１・２

岩戸北３・４、
岩戸南１・２・３、
猪方１、
東和泉１・２、
（水道道路以北の）

岩戸南４および
駒井町１・２
※岩戸南４丁目１～１７
　駒井町１丁目１～７、
　駒井町２丁目１～４、

※岩戸南４丁目１８～３２、
　駒井町１丁目８～４１、
　駒井町２丁目５～３６、

和
泉
多
摩
川

狛
　
江

喜多見

2023年4月・狛江市議選　５人の主な活動地域

党狛江市 生活教育相談室長

党狛江市 気候危機打開
 ・SDGｓまちづくり推進室長

鈴木えつお議員から

バトンタッチ


